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校
庭
に
も
春
が
来
た
！

　

多
摩
川
住
宅
の
周
り
（
根
川
桜
通

り
）
に
は
季
節
に
な
る
と
素
晴
ら
し

い
桜
の
ア
ー
チ
が
で
き
る
。
そ
の
桜

並
木
に
隣
接
す
る
染
地
小
学
校
。

　

３
月
28
日
、
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
桜

の
下
を
抜
け
、
校
庭
の
植
物
を
観
察

さ
せ
た
い
た
だ
く
。

　

体
育
館
の
西
側
に
は
大
き
な
ク
ス

ノ
キ
が
４
本
。
校
庭
に
は
青
々
と
し

た
芝
生
。
そ
し
て
正
門
の
右
の
方
に

は
染
地
山
と
言
わ
れ
る
小
さ
な
森
が
あ

り
、
校
内
の
樹
木
は
30
種
以
上
、
野
草

も
110
種
以
上
を
記
録
し
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
樹
の
種
類
や
雑
草
を
調
べ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
管
理
員
さ
ん
と

し
て
働
い
て
い
る
辻
民
治
さ
ん
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
市
内
の
雑
木
林
の
保

全
作
業
も
し
て
い
る
方
で
、
雑
木
林
の

植
物
も
記
録
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

芝生の校庭で「これから雑草を見て回るよ」この花食べられる？

ボクもムシメガネで見たい！（タチツボスミレ）

　
お
手
製
の
大
き
な

説
明
用
紙
を
使
っ
て

「
こ
の
タ
ン
ポ
ポ

は
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
。

花
の
下
の
反
り
返
っ
た

緑
色
の
と
こ
ろ（
総
苞
そ
う
ほ
う
）

を
見
て
ご
ら
ん
。」

サクの内側には　ノビルが
びっしり、球根はエシャロット
に似た大人の味。

　　カラスノエンドウはよく見ると
　チョウのような花がかわいらしい。
花が終わると黒い豆ができる。

ホトケノザ　春の七草の
ホトケノザとは別の種類。

プールの横には　ツクシも
出てきた。

タネツケバナの咲くころ、タネモミを
水につけてイネの苗を準備したという。
校庭でよく見かけるのは外来種の
ミチタネツケバナ

オオアマナ
海外から来た
園芸用の花が雑草
となった物。ベツレヘムの星
と言われる白い花を咲かせる。

ナズナ　ペンペングサとも
言われる通り、三味線のバチ
に似た実を引っぱりぶら下げ
ゆらすとシャラシャラと
楽しい音が！　　　　もう花を咲かせた

　　　　ハルジオン。
　　　あなたは
　　よく似た
　ヒメジョオン
　と見分けが
　つくかな？

　

こ
の
日
は
そ
ん
な
辻
さ
ん
と
学
童
の

子
ど
も
達
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

と
い
っ
し
ょ
に
校
庭
を
回
っ
て
春
の
植

物
を
観
察
し
た
。

染地山の樹木は芽吹きの準備中

西洋タンポポ

オオイヌノフグリ
さわると
花びらが落ち
てしまう、
かれんな花



 　　　　ちょうふの自然だより        　                             2017.   4　vol.139（2）

戸部英貞（絵・文）

ハラン（葉蘭）
キジカクシ科

花の履歴書 43花の履歴書 43
　

一
日
中
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
で
は

日
焼
け
を
起
こ
し
て
し
ま
う
日
陰
を
好
む

丈
夫
な
植
物
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
盛
ん

に
栽
培
さ
れ
、
和
風
、
洋
風
を
問
わ
ず
室

内
で
育
て
ら
れ
る
便
利
な
植
物
。

　

ハ
ラ
ン
の
仲
間
は
中
国
を
中
心
に
イ
ン

ド
東
部
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
台
湾
、

日
本
な
ど
に
85
種
の
自
生
が
知
ら
れ
、
そ

の
内
59
種
は
中
国
大
陸
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
中
国
の
固
有
種
で
あ
る
。
ハ
ラ
ン
も

中
国
南
部
原
産
と
さ
れ
て
き
た
が
、
中
国

に
野
生
は
見
ら
れ
ず
、
鹿
児
島
大
学
の
研

究
報
告
に
よ
る
と
九
州
南
部
の
島
々
が
本

来
の
自
生
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ン
の
葉
は
薄
い
が
硬
く
艶
が
あ

り
、
地
面
か
ら
直
立
し
て
密
生
し
て
育
つ

た
め
、
根
元
は
他
の
樹
木
の
枯
葉
な
ど
で

覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
花
を
見
る

機
会
は
少
な
い
が
、
初
夏
の
頃
地
下
茎
か

ら
地
面
す
れ
す
れ
に
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
多
肉
質
の
黒
紫
色
の
花

を
咲
か
せ
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ン
の
名
は
、
そ
の
葉
が
蘭
に
似
て

い
て
大
き
い
こ
と
か
ら
中
国
名
「
馬
蘭
」

に
由
来
し
、『
大
和
本
草
』（1709

年
）

や
『
和
漢
三
才
図
絵
』（1712

年
）
に

は
馬
蘭
（
バ
ラ
ン
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
以
降
は
ハ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
葉
蘭
の
字
が
当
て
ら
れ
、

標
準
和
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
ど
こ
の
家
に
も
植
え
ら
れ
、

農
作
業
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
外
出
す
る
時

の
お
に
ぎ
り
な
ど
弁
当
を
ハ
ラ
ン
の
葉

で
包
ん
で
持
参
し
、
使
用
後
は
そ
の
ま

ま
捨
て
て
も
、
植
物
の
葉
は
分
解
し
て

し
ま
う
の
で
自
然
を
汚
す
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
荷
物
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

　

今
日
で
も
高
級
料
亭
や
寿
司
店
で
は

寿
司
を
盛
る
掻
敷
（
か
い
し
き
）
や
料

理
の
盛
り
付
や
葉
を
包
丁
で
細
工
し
た

飾
り
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
折
詰
弁
当
の
間
仕
切
り
や
刺

身
に
つ
い
て
い
る
緑
色
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
装
飾
品
（
人
造
バ
ラ
ン
）
を
バ
ラ

ン
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
ハ
ラ
ン
や
ク

マ
ザ
サ
の
葉
を
使
っ
て
い
た
も
の
名
残

で
あ
る
。
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今
回
は
環
境
モ
ニ
タ
ー
と

子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
同
時

開
催
。
講
師
は
日
本
野
鳥
の

会
会
員
の
里
さ
ん
。

　

最
初
に
見
え
た
の
は
広
い

河
原
で
何
か
一
斉
に
つ
い
ば

ん
で
い
る
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
達
。

遠
目
に
も
羽
の
黄
色
が
チ
ラ

チ
ラ
と
分
か
る
。

　

ス
コ
ー
プ
を
か
つ
い
だ
講

師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
少
し
下

流
へ
移
動
す
る
と
、
川
岸
の

枯
れ
た
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
の
枝

で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
一
生
懸

命
な
に
か
を
つ
い
ば
ん
で
い

る
。
種
？
そ
れ
と
も
茎
の
中

に
小
さ
な
虫
で
も
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
夢
中
に
な
っ
て
い

る
せ
い
か
私
達
が
近
づ
い
て

も
飛
び
立
と
う
と
し
な
い
。

お
か
げ
で
可
愛
ら
し
い
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
特
徴
を
間
近

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

背
中
は
鶯
色
が
か
っ
た
グ

レ
ー
。
お
腹
に
は
黒
い
ネ
ク

タ
イ
模
様
。
こ
の
ネ
ク
タ
イ

の
幅
が
広
い
の
が
オ
ス
だ
と

い
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
比

べ
る
仲
間
は
い
な
い
。

　

川
の
中
に
は
色
ど
り
の
美

し
い
コ
ガ
モ
や
黒
い
カ
イ
ツ

ブ
リ
。カ
イ
ツ
ブ
リ
は
も
ぐ
っ

た
あ
と
、
し
ば
ら
く
姿
を
見

せ
ず
、「
ど
う
し
た
の
か
」
と

思
っ
た
頃
、
少
し
離
れ
た
場

所
か
ら
や
っ
と
顔
を
出
す
。

や
け
に
肺
活
量
が
大
き
い

（
？
）
水
鳥
だ
。

　

今
日
観
察
で
き
た
の
は
20

種
ほ
ど
。人
に
よ
っ
て
は
チ
ョ

ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
や
ア
オ
ジ
も
見

か
け
た
と
い
う
。
最
後
に「
鳥

合
わ
せ
」
と
言
っ
て
観
察
し

た
り
鳴
き
声
を
聞
い
た
り
し

た
鳥
の
名
前
を
、
皆
で
確
認

し
た
。      

文
：
環
境
モ
ニ
タ
ー
Ｎ
Ｋ

　
　
　

   

写
真
：
環
境
モ
ニ
タ
ー
Ｋ
Ｉ

　
　
　
　
　

カワラヒワ

コガモユリカモメ

調布あちこち
若葉の森

　
若
葉
小
の
正
門
前
か
ら
続
く
坂
道
は

さ
な
が
ら
緑
の
ト
ン
ネ
ル
。
少
し
先
に

市
民
が
市
と
協
働
で
保
全
作
業
を
し
て

い
る
緑
地
が
あ
る
。

　
こ
こ
「
若
葉
の
森
」
の
風
景
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
合
計
21
区

画
の
宅
地
造
成
工
事
が
ま
も
な
く
始
ま

る
か
ら
だ
。

　
下
の
写
真
奥
の
木
立
は
す
べ
て
住
宅

に
な
り
、
手
前
の
シ
ラ
カ
シ
の
大
木
も

こ
の
ま
ま
で
は
伐
採
さ
れ
る
と
の
こ

と
。
こ
の
素
敵
な
森
の
景
観
を
守
る
手

立
て
は
な
い
か
。
地
域
住
民
・市・事
業

者
の
話
し
合
い
が
続
い
て
い
る
。（
Ｎ
Ｋ
）
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若
葉
の
森
３・１
会

２
月
11
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
15
名

　

過
去
、
植
樹
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
中
か
ら
４
人
の
参
加
を
得
て
、
根
回

し
と
薪
割
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
３
月
11
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
13
名

サネカズラの実安全祈願

２
月
５
日
（
日
）
晴
れ
の
ち
曇
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
８
名

　
新
た
な
方
が
お
試
し
で
初
参
加
。
聞
い
て
み

る
と
数
年
前
に
「
自
然
だ
よ
り
」
を
見
て
、チ
ャ

ン
ス
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
の
こ
と
。

　

出
席
者
が
多
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
男
性
陣

が
行
っ
た
通
路
の
仕
切
り
材
設
置
も
ス
ム
ー
ズ

に
完
成
。

ドングリをまいたクヌギが
こんなに大きくなった。

薪割り楽しい！
もっとやりたい！

　

女
性
陣
と
初
参
加
の

方
は
落
ち
葉
か
き
と
サ

サ
刈
り
な
ど
を
担
当
。

落
ち
葉
を
掃
い
て
い
る

と
咲
き
始
め
た
シ
ュ
ン
ラ
ン
が
次
々
に
顔
を
出

す
。
思
わ
ず
３
人
と
も
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
カ

シ
ャ
カ
シ
ャ
。
他
に
は
白
ツ
バ
キ
や
ウ
グ
イ
ス

カ
グ
ラ
の
花
も
。(

鍛
治
）

　

最
初
に
隣
接
す
る
宅
地
造
成
事
業
に
関
し
て

緑
と
公
園
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
保

全
活
動
区
域
の
借
地
部
分
の
返
還
と
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
や
境
界
付
近
の
シ
ラ
カ
シ
な
ど
樹
高
20
米

以
上
の
大
木
12
〜
23
本
が
消
滅
の
危
機
。
意
見

交
換
後
、
保
全
策
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
作
業
は
第
１
緑
地
の
全
体
的
整
理
（
階

段
の
杭
の
補
修
、
六
別
坂
の
落
葉
か
き
な
ど
）。

後
半
は
、
第
２
緑
地
の
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン

３
月
５
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
９
名

　

今
年
最
初
の
作
業
日
。

　

初
参
加
１
名
、
心
強
い
。

　

作
業
は
、
第
１
緑
地
中
央
通

路
土
留
め
補
修
（
第
３
緑
地
の

伐
採
木
な
ど
で
横
木
・
杭
補
修
）。

コ
ン
ポ
ス
ト
柵
補
修
。
ギ
ン
ラ

ン
生
育
地
に
湿
度
を
保
つ
よ
う

に
落
葉
を
撒
く
。
金
網
柵
土
台

下
の
土
の
流
出
を
市
に
確
認
依

頼
。

　

第
２
緑
地
で
は
、
シ
ュ
ロ
・

ア
オ
キ
伐
採
。
通
路
の
落
葉
か

き
。
全
体
に
ご
み
拾
い
。
土
留

め
用
竹
６
本
伐
採
。
ス
ズ
メ
バ

チ
危
険
区
域
を
示
す
ロ
ー
プ
張

り
と
掲
示
。

の
育
成
地
の

サ
サ
刈
り
。 

　
　

(

Ｎ
Ｏ
Ｋ)

柵土台下土流出

土留補修

アオキ伐採

隣接宅造地の影響確認

ササ刈り

　

木
の
処
理
と
シ
ャ
ガ
の
広
場

の
民
家
横
の
下
草
刈
り
に
分
か

れ
作
業
し
た
。
太
い
ア
ズ
マ
ネ

ザ
サ
が
繁
茂
し
て
い
た
の
で
伐

採
後
は
、
ア
ジ
サ
イ
群
が
よ
く

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
花
の
時

２
月
19
日
（
日
）
晴
れ
、
参
加
者
９
人

　

か
ら
み
蔦
の
伐
採
、
入
口
付
近
の
土
留
め
柵
づ

く
り
、
シ
ャ
ガ
の
広
場
の
伐
採
、
市
に
依
頼
し
た

伐
採
木
の
確
認
等
を
行
っ
た
。
エ
ノ
キ
の
実
生
調

査
の
区
域
に
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
よ
う
柵
を
作

り
今
後
の
調
査
に
活
か
す
こ
と
と
し
た
。
コ
ブ
シ

の
開
花
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
今
年
は
ま
だ
遅

３
月
18
日
（
土
）
５
人
参
加
。

　

講
師
は
里
さ
ん
。
は
じ
め
に
双
眼
鏡
の
使
い
方

の
説
明
を
う
け
、
隣
の
畑
で
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、

ア
ト
リ
の
群
れ
、
メ
ジ
ロ
、
オ
ナ
ガ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
を
観

察
後
、
樹
林
地
へ
移
動
し
た
。
林
内
で
は
メ
ジ
ロ
・

２
月
18
日(

土)

曇
り
時
々
晴
れ

◆
野
鳥
観
察
会   

親
子
３
世
帯
を
含
む
12
人
参
加

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
コ
ゲ
ラ
の
鳴

き
声
を
注
意
深
く
聴
き
、Ｎ
Ｔ

Ｔ
研
修
セ
ン
タ
内
で
は
、
ツ
グ

ミ
、
メ
ジ
ロ
、
キ
ジ
バ
ト
を
観

察
で
き
た
。
鳥
に
関
心
の
あ

る
小
２
女
子
の
参
加
は
今
後

の
楽
し
み
と
な
っ
た
。

期
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。
誰
が
植
え
た
の
か
雑

木
林
広
場
の
通
路
脇
に
ス
イ
セ
ン
が
咲
い
て
い

た
。

い
の
か
。
花
は
、
シ
ャ
ガ
、
ヒ

メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
ツ
ル
ニ
チ

ニ
チ
ソ
ウ
、ハ
コ
ベ
、ヒ
サ
カ
キ
、

昆
虫
は
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
を
確

認
し
た
。
ニ
リ
ン
ソ
ウ
は
葉
を

広
げ
て
い
た
の
で
開
花
が
楽
し

み
で
あ
る
。(

安
部
）

田
ん
ぼ
の
学
校

４
月
９
日
（
日
）
２
０
１
７
年
度
の
開
校
式

　

午
後
は
武
蔵
野
市
場
近
く
の
野
川
河
川
敷
に

て
懇
親
会
（
お
花
見
）
を
行
い
ま
す
。

◆
佐
須
の
田
ん
ぼ
が
残
る

　

私
た
ち
が
調
布
市
の
佐
須
で
米
作
り
を
始
め

て
25
年
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
な
り
ま
し

た
。
調
布
市
が
、
佐
須
に
あ
る
田
ん
ぼ
を
残
す

こ
と
が
で
き
る
「
深
大
寺
・
佐
須
地
域
環
境
資

源
保
全
・
活
用
基
本
計
画
」
を
策
定
、
田
ん
ぼ

の
保
全
が
現
実
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か

ら
が
市
民
の
力
の
見
せ
所
で
す
。

◆
米
作
り
で
思
う
事

　

米
作
り
を
始
め
て
、
色
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
人
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
規
模
で
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
と
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
で
は
、そ
の
ロ
ー

カ
ル
な
取
り
組
み
と
し
て
「
田
ん
ぼ
」
の
あ
る

環
境
を
守
る
こ
と
を
重
要
な
目
的
に
し
て
い
ま

す
。「
田
ん
ぼ
」
に
は
環

境
問
題
を
解
決
す
る
ヒ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。「
田
ん
ぼ
」
の
米
作

り
を
と
お
し
て
そ
の
い
く

つ
か
で
も
気
づ
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

  （ 

田
ん
ぼ
の
学
校　

　
　
　
　
　

  

校
長　

尾
辻
）

下草刈り後

９月の田んぼ

啓蟄
カブトムシ幼虫
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原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

直
接
入
間
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
４
／
16 （
日
）9:30

〜15:00

　

保
全
活
動
・
植
生
調
査
・
入
間
町
２

　

丁
目
観
察
会

●
５
／
21 （
日
）9:30

〜12:30

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

野
草
園
横
に
直
接
集
合
。

●
４
／
８
（
土
）10:00

〜12:00

●
５
／
13
（
土
）10:00

〜15:00
※

原
則
、
奇
数
月
は
３
時
ま
で
作
業
を

し
ま
す
。

原
則
毎
月
第
２
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
４
／
９
（
日
）9:30

〜12:00

●
５
／
14
（
日
）9:30

〜12:00

先
の
５
団
体
の
保
全
活
動
問
合
せ
は

緑
と
公
園
課　
　
　
　
　
　
　
　

へ

  

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
４
／
２
（
日
）9:30

〜12:00

●
５
／
７
（
日
）9:30

〜12:00

◆この自然だよりは ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載、バックナンバーもご覧になれます。◆

 

カ
ニ
山
の
会

042-481-7083

“自然だより”の置き場所を募集中です。

凸
凹
森
の
会

原
則
毎
月
第
４
日
曜
に
上
石
原
布
田
崖

線
緑
地
で
保
全
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
４
／
23
（
日
）10:00

〜12:00

●
５
／
28
（
日
）10:00

〜12:00

環境市民活動スケジュール

野川のご機嫌うかがい☆水生生物調査☆
４月２日 ( 日）野川細田橋下　参加者９名　講師：石川和宏

　

毎
年
恒
例
、
身
近
な

川
を
見
守
る
会
の
水
生

生
物
調
査
に
参
加
し

た
。
会
員
が
水
温
・
流

速
・
流
水
量
を
測
っ
た

あ
と
、捕
獲
調
査
開
始
。

　

長
靴
の
先
で
石
こ
ろ

を
ど
け
、
石
の
下
や
河
岸
の
草
の
下
な
ど

を
網
で
す
く
っ
て
み
る
。
石
川
講
師
は
こ

と
も
な
げ
に
次
々
小
魚
な
ど
を
捕
獲
。

　

一
番
多
い
の
が
ヌ
マ
エ
ビ
と
い
う
小
さ

な
エ
ビ
。
か
き
揚
げ
に
す
る
に
も
小
さ
す

ぎ
る
か
。
も
う
一
人
の
男
性
参
加
者
も
す

ぐ
に
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲
。
好
き
な

う
え
に
慣
れ
て
い
る
！

　

最
後
に
代
表
の
江
刺
さ
ん
か
ら
「
化
学

的
な
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
は
薬
品
の
処
分
に
気

を
使
う
し
、
そ
の
瞬
間
の
数
字
が
出
る
だ

け
だ
が
生
き
物
を
調
べ
れ
ば
、
一
定
の
生

息
期
間
の
環
境
の
良
し
悪
し
が
わ
か
る
」

と
の
説
明
。
川
の
き
れ
い
さ
を
決
め
る
指

標
生
物
と
い
う
表
も
あ
る
が
、
次
回
か
ら

は
野
川
の
場
合
の
指
標
を
決
め
て
お
こ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
レ
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｋ
）

今日の水温は？

タ
モ
ロ
コ
と
モ
ツ
ゴ

慣
れ
な
い
と
見
分
け
に
く
い
が
、

右
か
ら
２
番
目
、ウ
ロ
コ
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
、
受
け
口
な
の

が
モ
ツ
ゴ
。
横
か
ら
見
る
と
黒

い
線
が
あ
る
の
で
す
ぐ
わ
か
る
。

い
わ
ゆ
る
ザ
ザ
ム
シ

成
虫
は
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ

ラ
と
い
う
翅
が
あ
る
虫
に
な
る

が
、
信
州
伊
那
地
方
な
ど
で
は

幼
虫
を
つ
く
だ
煮
な
ど
の
食
用

と
し
て
い
た
と
い
う
。

ヌ
マ
エ
ビ

小
さ
い
方
は
１
セ
ン
チ
く
ら
い
。

藻
類
を
食
べ
る
、
と
い
う
こ
と

で
ビ
ン
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
飼
う

こ
と
に
し
た
。

　

他
に
透
き
通
っ
て
美
し
い
ス

ジ
エ
ビ
も
捕
獲
さ
れ
た
が
そ
ち

ら
は
肉
食
と
の
こ
と
。

セ
キ
シ
ョ
ウ
の
花

佐
須
用
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る

付
近
は
見
た
目
に
も
水
が
き
れ

い
。
そ
こ
に
咲
く
花
、
と
い
っ

て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
が
若
々
し

い
黄
緑
色
が
美
し
い
。

　

４
月
３
日
、
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
の「
青
空
広
場
」
の

一
画
が
薄
紫
色
に
染
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
が
去
年
以

上
に
株
数
を
増
や
し
て「
一
面

に
」
と
い
う
感
じ
で
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。
冬
場
に
ア
ズ
マ

ネ
ザ
サ
を
刈
っ
た
の
が
良
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
ん
ま
り
見
事
な
の
で
見
と

れ
て
い
る
と
、
ハ
ナ
バ
チ
が
来

訪
。
あ
わ
て
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
ら
、
１
カ
ッ
ト
だ
け
運

良
く
写
っ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ハ
ナ
バ
チ

で
し
ょ
う
か
。
長
い
触
覚（
ヒ

ゲ
）
が
印
象
的
で
す
が
、
長
い

ᒉ
ᓶ
の
ౕ
Ƹ

 

ǹ
ȟ
Ȭ
の
ᑶ
Ⴎ
Ǔ

桜 咲く

の
は
雄
だ
け

だ
そ
う
で

す
。

　
（
大
村
）

　

桜
の
季
節
に
な
る
と
何
だ
か

オ
シ
リ
が
む
ず
む
ず
し
て
く
る
。

「
今
年
こ
そ
ち
ゃ
ん
と
お
花
見
を

す
る
ぞ
！
」

　

都
内
は
満
開
だ
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
調
布
は

ま
だ
三
分
咲
き
の
と
こ
ろ
が
多

い
４
／
５
に
決
行
。
ま
ず
、
ヘ

ビ
山
近
く
の
民
家
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
チ
ェ
ッ
ク
。「
ま
だ
ま
だ

早
い
な
あ
」

　

次
は
多
摩
川
沿
い
桜
通
り
か

ら
多
摩
川
住
宅
外
周
へ
。
両
側

に
並
ん
だ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
か
な

り
開
花
し
花
の
ト
ン
ネ
ル
の
様
。

　

大
橋
の
上
か
ら
見
る
野
川
の

桜
は
ま
だ
少
し
早
い
け
れ
ど
水

面
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
春
を
実

感
。
近
く
の
民
家
の
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
は
満
開
。

　

最
後
は
深
大
寺
五
差
路
脇
の

緑
地
へ
。
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が

ほ
ぼ
満
開
。
有
料
の
公
園
か
ら

少
し
離
れ
た
静
か
な
穴
場
。

　

桜
に
は
400
種
も
の
栽
培
品
種

が
あ
る
そ
う
だ
け
れ
ど
、
特
別

な
桜
で
な
く
て
も
や
っ
ぱ
り
桜

は
好
き
。
何
た
っ
て
日
本
人
で

す
か
ら
。（
Ｓ
Ｎ
）

多摩川住宅北ソメイヨシノ

五差路脇の
オオシマザクラ


